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７／３（火）、４（水）多機能型拠点「郷」説明会
　横浜市の新しい事業である多機能型拠点。訪問の家が運営することとなっているその第１号である「郷」の開所が、いよいよ１０月に迫っている。その目的には、「医療的ケアを必要とする重症心身障害児者等とその家族の地域生活を支援する拠点として、幅広いサービスを提供するとともに、地域の各関係機関と連携を図り、将来にわたる『あんしん』につながる支援体制を構築していくこと」とある。主な機能は、短期入所、日中一時支援、診療所、訪問看護、居宅介護、そしてこれらの窓口として、また他機関との連携のコーディネートとして、相談が要の役を担う。この事業は、横浜独自のもので、全国的にも例がない。実際、何ができるのかー、やりながらつくっていくしかないと思っている。２日間の説明会の参加者は、計１００名にのぼる。法人内の日中活動事業所に通所している人ではない、すべていわゆる外部の方々だ。これは、この新しい事業への期待でもあり、同時にこの事業の“よくわからなさ（？）”でもあると思う。説明会でも明確でない表現にならざるを得ない点は多々あった。年齢は何歳から？医療の度合いはどの程度まで？対象区（栄・港南・戸塚の３区）以外の受け入れは？等々に対しても、明確でない表現の説明が続く。しかし、これこそこの事業の、否、訪問の家の胆（きも）であると思っている。「ここまでやります」と線を引くのはある意味かんたんである。そうではなく、これから出会う方々と関係を築いていくことをこそ大事にしていきたい。普段どんな生活をしているのか、どんなケア、配慮の下で暮らしているのか、楽しい時、苦しい時、不安な時はどんな表情なのか、ご家族はどんな思いでこれまで暮らしてこられたのか、そして「郷」に対する期待や不安はどうか…。そんなことをできる限りわかり合った上で、郷ができることを共に考えていけたらと思っている。不明確であったり、時にまどろっこしいと感じるかもしれないけれど、これが訪問の家らしさであり、多分こういうふうにしかできないのだと思う。

[image: image2.wmf]　訪問の家は、重い障害のある人の通所施設朋をつくり、診療所、レスパイト、ケアホーム等々と展開してきた。新たに、この郷をスタートさせることにより、さらに、重い障害の人の地域生活の確立に向け、進んでいきたいと思う。「一歩ずつ、着実に」郷スタッフの言葉通り、ゆっくりでも確かな歩みを進めていきたい。そして、その足取りも含め、しっかりと報告していきたいと思っている。
７／１４（土）朋ビヤガーデン

　もう何年続いているだろう。朋では、毎年この時期にビールづくりをし、その年のテーマを決めてビアガーデンを行っている。全国的にビールがうまいこの季節、朋の中でも、「ビール」や「ビアガーデン」という言葉が、格別の響きとなって、メンバーたちの高揚感を誘っているようなのだ。サッカーワールドカップ、ハワイ、沖縄、昭和なんていうコンセプトの年もあった。今年は“オリンピック”！！このビアガーデンは、メンバー５人程による実行委員会でコンセプトを含めた内容を決め、実施される。実行委員会の会長は、毎年同じ、晋一さん。ずっと一緒に参加してきたスタッフは、晋一さんが、話し合いはもちろん、当日は寝不足であったにもかかわらず、そばで見ていてとても気合が入っていると感じた！と興奮していた。入場行進よろしく実行委員の入場、今年のビールの紹介（「ゴールド」と「トゥー」）、乾杯、五輪の五大陸ごとのご当地料理（グループごとにつくるつまみ）の紹介、メンバーの一人が扮した聖火ランナーによる点火式等々が続く。フィナーレは、五輪旗と国旗が揚がり、実行委員に金メダルが授与される。
　この日、朋ホールは、普段と違う何とも言えないウキウキ感が満ちる。なんだか目を輝かせていたり、興奮気味だったり、普段なかなか笑顔が見られない人の笑顔も何人も見た。この場にいなかった人に説明するのは難しい･･･。でも、すごく楽しかったし、やっぱりこういうのいいなぁと思う。みんなの笑顔を見ながら、幸せな時間に浸った私でした。もちろん、今年のビールをいただきながら･･･。
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７／２８（土）、２９（日）桂台祭り

[image: image6.wmf]　今年も桂台祭りの季節がきた。自治会主催のこのお祭りに参加しはじめて２５年以上が経つ。会場である桂山公園の外まわりを埋める出店のにぎわいといい、そこに並ぶ長い列や中央のやぐらを囲み踊る人等祭りに興じる人の数といい、とにかく盛大な祭りだ。祭りの開始前に街の中を練り歩く御輿は、数年前から朋・径・桂台ケアプラザの玄関前に寄ってくださっている。祭り会場では、朋と径が恒例のかき氷とやきとりの店を出店。そして朋と径のメンバーが、人・人でごったがえす中、思い思いに祭りを楽しんでいる。おそらくピーク時の車いすの数は、５０台を超える。長い年月の間に、そんな光景があたり前になりつつあると感じられることが、何よりうれしいし、すごいことだと思う。御輿を担いで来てくださった方が、玄関前にぎっしり並んで御輿の到着を待ち、お茶や
おしぼりをふるまったり、記念撮影したりするメンバーたちの様子に、「皆さん
が喜んでくれるからうれしいよねー」と汗だくの笑顔で言ってくださった。
こんなおつきあいを、大切に大切にしていきたいと思う。
～オリンピックと８月７日～
　ロンドンオリンピックが開幕。時差の関係で、さすがにリアルタイムでのテレビ観戦は控えているが、やっぱり結果が気になるし、感動シーンは何度見ても泣いてしまう。人が一生懸命に何かに向かっている姿は、やっぱり人の心を動かすよな…なんて思ったりする。

　１９８４年、私は社会人になった。施設・朋の前身である朋作業所で、私は、重い障害のあるみんなと出会い、どうやったら仲良くなれるか、必死な日々を過ごしていたような気がする。８月７日、４月に出会ったばかりの朋作業所メンバーの一人が、自宅で亡くなられた。新人の私は、夏の間、メンバーの家を家庭訪問させてもらっており、ちょうど前日にその彼女の家を訪問していた。私は自宅の電話で、その報せを受けた。何もかもが初めての体験だった。身近な人の死、昨日会った人の死、報せを受けることも、何もかも･･･。自宅のテレビでは、その時ちょうど開催されていたオリンピックでの選手たちの姿が映し出されていた。電話を受け、すぐにはその内容を理解できず、何が何だか分からなくなっている私の目に、躍動する選手の姿が、遠い遠いどこか別の世界のことのように映ったのを覚えている。こんなに元気いっぱいの人もいるのに、生まれながらに重い障害があり、１０代でその人生を終える人もいるんだ･･･。その時、とても理不尽なものを感じたような気がする。
　あれから２８年の月日が流れ、私は今、その時とはずいぶん違う感覚でオリンピックを、そして障害のあるみんなを見ているなぁと思う。オリンピックに出ようが出まいが、メダルを取ろうが取るまいが、一人ひとり、その人その人の持ち味がある。その人はその人、他の誰でもないかけがえのない人として、その人らしく輝いている。
　だから（？）、みんなと通い合えたと感じられる瞬間が大きな喜びであり、また、オリンピックにも心底感動する自分がいる。毎年８月７日は私にとって少し特別な日で、オリンピックが重なった今年は、そんなことを思い出し、考えた一日だった。彼女のお母さんは、その後ボランティアとして、今も朋に関わってくださっている。
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今年も猛暑ですね！オリンピックに負けないくらい、訪問の家も熱いです！！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ナンチャッテ）

平成２４年８月８日　　名里晴美
